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特　集 手話は言語

手
話
は
言
語

■
手
話
言
語
と
障
害
者

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

今
年
４
月
１
日
に
「
宇
陀
市

手
話
言
語
条
例
」
ま
た
「
宇
陀

市
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
条
例
」
が
同
時
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
《
手
話
は
言
語
で
あ
る
》
と

い
う
認
識
や
障
が
い
に
よ
っ
て

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
条
例
の

必
要
性
や
あ
ら
ま
し
な
ど
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

～
だ
れ
も
が

　 

安
心
し
て

　
　
暮
ら
せ
る

　
　 

ま
ち
へ
～

　
「
手
話
言
語
条
例
」
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
５
年
頃
よ
り
宇
陀
市
聴
覚
障

害
者
協
会
か
ら
要
望
が
提
出
さ
れ
、

２
０
１
８
年
に
検
討
委
員
会
が
発
足
さ

れ
ま
し
た
。

　
12
人
の
委
員
に
よ
り
協
議
を
重
ね
ら

れ
、
２
０
１
９
年
３
月
１
日
か
ら
１
か

月
間
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
１
９
年

12
月
20
日
の
市
議
会
本
会
議
で
、
全
員

が
賛
成
し
可
決
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
聴
覚
障
害
者
に
と
っ
て
大
切
な
手
話

で
す
が
、
長
い
間
「
言
語
」
と
し
て
認

め
ら
れ
ず
、
手
話
が
禁
止
さ
れ
て
い
た

時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
の
条
例
に
よ
り
、「
手
話

は
言
語
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、

市
民
に
対
し
て
理
解
を
広
め
、
手
話
を

使
い
や
す
い
環
境
に
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
行
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
市
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

手
話
言
語

条
例
の

な
り
た
ち

専
任
手
話
通
訳
者
と
し
て
の
想
い

■
宇
陀
市
介
護
福
祉
課
　
専
任
手
話
通
訳
者

　
　
西
川 

和
代
さ
ん
・
髙
岡 

成
子
さ
ん

　
私
た
ち
は
、
平
日
９
時
か
ら
12
時
ま

で
介
護
福
祉
課
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
さ
れ
て
い
る
手
話
通
訳
者
は
15

人
お
り
、
聴
覚
障
害
者
が
、
病
院
・
講

演
会
・
学
校
・
会
議
な
ど
へ
行
く
と
き

に
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
を
行
う
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
、
ま
た
、
窓
口
へ
来
ら
れ

る
聴
覚
障
害
者
の
相
談
業
務
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

聞
こ
え
る
人
は
生
活
す
る
中
で
、

様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
聞
こ
え
な
い
人
は
、
テ
レ
ビ
や
、

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
サ
イ
レ
ン
・
放
送
な

ど
の
音
が
聞
こ
え
ず
、
命
に
関
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
の
判
断

も
難
し
く
、
市
役
所
へ
来
ら
れ
て
手
話

で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
行

政
や
聞
こ
え
る
人
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
を
常
に
考
え
向
き

あ
っ
て
い
ま
す
。

髙岡さん 西川さん

榛原西小学校 3年生の人権学習「自分のことを認めよう
～聴覚障がいの学習をとおして～」の様子

宇陀市
手話言語条例

の概要

　市は、手話は言語であ
るとの認識に基づき、手
話に対する基本的な考え
方を明示し、手話につ
いての市の責務や市民等
の役割を明らかにするこ
とで、手話を必要とする
人が地域の中で孤立する
ことなく互いに理解し合
い、共に生活することを
目的に「宇陀市手話言語
条例」を制定しました。

詳しくは

宇陀市手話言語条例

表紙写真 　県立ろう学校に通う中学部３年生の
大石未

み う
羽さんと 1 年生の羅

ら お
生くん姉弟

（市内在住）。2 人とも陸上部に所属。
未羽さんの趣味は読書や海外旅行。羅
生くんの夢はろう学校の先生。
　現在、手話通訳者などの制度が整っ
てきているのは、先輩の皆さんの活動
やがんばりのおかげだと知り、感謝し
ていると語る。

問
介
護
福
祉
課

　
　
（
☎
82
・
３
６
７
５
／
IP
☎
88
・
９
０
８
８

　
　
　
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
７
２
３
４
）
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榛 原 西 小 ３ 年 生
か ら の 質 問

　榛原西小学校 3 年生は人権学習で「聴覚障が
い」について 4 回にわけて学習しました。
　宇陀市聴覚障害者協会の岡村さんを講師に招
き、耳が聞こえない方の日常生活や、手話につ
いて学び、聴覚障がいについての理解を深めま
した。
　その中で子どもたちからの質問を紹介します。

手話をどうやって覚えたのですか？

小さい頃、ろう学校の先輩が使っている
手話を見て覚えました。

口の動きで言っていることはわかりますか？

コミュニケーションはどうやって取りますか？
私たちはどうやってとったらいいですか？

手話が分からなくても、簡単な身振りと口の動き
や表情などで通じます。
また、紙に文字を書いたり、手のひらや空間に書
く方法もありますが、間違って伝わるときもあり
ます。
災害や事故のときなど、紙に書くなどして、教え
てほしいです。

町で困ることはないですか？

後ろから声をかけられても分からず、無
視したと思われたり、車のクラクション
が聞こえず、危ない思いをしたり、本当
に困ることはたくさんあります。

だいたい分かることもありますが、口の動き
が似ているもの、例えば「たまご」と「タバコ」
など、間違えることもたくさんあります。

■
皆
さ
ん
に
と
っ
て
手
話
と
は
？

　
【
岡
村
】
生
れ
た
と
き
か
ら
耳
が
聞

こ
え
な
か
っ
た
の
で
、
ろ
う
学
校
で
は

手
話
が
言
葉
だ
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。

社
会
に
出
て
初
め
て
、
自
分
が
手
話
と

い
う
独
自
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
手
話
は
あ
た
り
ま
え
で
、

私
た
ち
の
言
葉
で
し
た
。

　
【
橋
野
】
聞
こ
え
る
人
は
口
話
で
の

お
し
ゃ
べ
り
が
言
語
で
す
が
、
ろ
う
者

に
と
っ
て
は
手
話
が
言
語
な
ん
で
す
。

　
【
田
中
】
手
話
は
生
活
の
中
で
作
ら

れ
て
き
た
言
葉
で
、
時
代
と
と
も
に
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
ろ
う
学
校
で
は
手

話
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
時
代
も
あ
り
ま

し
た
が
、
手
話
は
私
に
と
っ
て
命
と
同

じ
ぐ
ら
い
大
切
な
も
の
で
す
。

■
一
番
苦
労
し
た
こ
と
は
？

　
【
田
中
】
社
会
に
出
た
と
き
、
手
話

が
通
じ
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
言

葉
も
分
か
ら
ず
、
身
振
り
で
伝
え
よ
う

と
し
て
も
通
じ
ず
、
文
章
を
書
く
と
通

じ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
文
章
を
理
解
す

る
こ
と
が
苦
手
で
す
。

　
【
岡
村
】そ
う
な
ん
で
す
。筆
談
で
は
、

「
て
、
に
、
を
、
は
」
と
い
う
助
詞
が

う
ま
く
使
え
ず
、
そ
れ
で
大
き
な
間
違

い
が
あ
っ
た
り
、
大
変
な
思
い
を
し
ま

し
た
。

■�
手
話
言
語
条
例
が
制
定
さ
れ
て

思
う
こ
と
は
？

　
【
田
中
】
二
つ
の
条
例
が
同
時
に
で
き

た
こ
と
は
、
県
内
で
初
め
て
だ
っ
た
の

で
と
て
も
う
れ
し
く
喜
び
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
の
条
例
が
市
民
の
皆
さ
ん
に

広
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
を
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
【
岡
村
】
ま
だ
ま
だ
こ
こ
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
ろ
う
者
だ
け
が
手
話
通
訳

者
を
必
要
と
す
る
の
で
は
な
く
、
お
互

い
に
手
話
通
訳
が
必
要
と
思
う
よ
う

な
、
ろ
う
者
と
健
聴
者
が
対
等
な
社
会

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
【
橋
野
】
孤
立
し
た
高
齢
の
ろ
う
者

も
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ろ
う
者

も
安
心
し
て
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

な
体
制
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

■
市
民
の
皆
さ
ん
に
ひ
と
言

　
【
田
中
】
手
話
へ
の
理
解
を
お
願
い

し
た
い
で
す
。

　
【
橋
野
】
将
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
に
も
ぜ
ひ
手
話
を
学
べ
る
機
会

を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
【
岡
村
】
様
々
な
障
が
い
を
持
っ
た

人
た
ち
が
、
お
互
い
に
分
か
り
合
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
社
会

に
な
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
理

解
が
広
ま
っ
て
、
み
ん
な
が
つ
な
が
っ

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

宇陀市聴覚障害者協会
　会長：田中 正男さん（左）
　・�趣味は鬼瓦やテレホンカード収

集。ドライブも好きですよ (^^)

宇陀市聴覚障害者協会
　事務局：岡村 冴子さん（中央）
　・�いろんな物を手作りするのが好き

です。小物やお菓子を作ります。

奈良県聴覚障害者協会
　高齢部元役員：橋野 嘉隆さん（右）
　・�若いときは登山が好きでした。
　　今は旅行かな。将棋も好きです。

お話しを聞かせていただいた方々

　皆さん手話は知っていますか？
　「本やテレビで見たことがある」「少し習ったことがある」「手話歌はできる」など、
今はほとんどの方がご存知だと思います。
　手話は、音声言語である日本語とは異なる、
独自の文法体系をもち、手指や体の動き、表情
を使って視覚的に表現する言語です。
　このことを理解してもらうために、今まで聴
覚障害者の方は、様々な苦労や運動を重ねてき
ました。“手まね”と呼ばれ差別を受け、手話が
禁止されていた時代もありました。
　そんな歴史や思いを、聴覚障害者協会の方に
お聞きしました。

手 話 言 語 条 例 に 寄 せ る 思 い

Q

Ａ

Q

Ａ

Q

Ａ

Q

Ａ
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宇
陀
市

障
害
者

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

条
例
の
概
要

　
市
は
、
障
が
い
の
特
性
に
応
じ

た
意
思
疎
通
手
段
の
選
択
と
、
利

用
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
も
基
本
的
な
方
針
を
定
め
、
障

が
い
の
有
無
に
よ
り
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
人
格
や
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
「
宇
陀
市
障
害
者
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は

宇
陀
市
障
害
者

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例

コミュニケーションをサポート
していただいている方々

要約筆記サークル　OHP うだ

代表：三吉 佐和さん

　手話が分からない中途失聴・難聴者のた
めに話の内容を文字で書いて伝える要約筆
記者です。平成 12 年に発足し、現在 10
人で、毎月第４土曜日に総合センターで活
動しています。聴覚障害者にとっては口の
動きや表情は情報を読み取るためにとても
大切です。活動中は透明マスクをつけ、文
字と口の動きや顔の表情でコミュニケー
ションしています。

愛 eye's（アイアイズ）

代表：上田 典子さん

　視力に障がいのある方や、小さな文字が
読みにくい方に、広報うだなどの内容を
聞いていただくために、音読し CD 等に
録音しています。現在 4 人で、月に１回 3
時間程度活動し、4 年になります。始めた
きっかけは、朗読が好きだったことや、声
がとおり聞き取りやすいと言われたことな
ど。利用者の事を思いながら、分かりやす
く、みんなで分担して音読しています。 稲田悦子さん・井上多惠子さん

上田典子さん・田中寿美子さん

特定非営利活動法人 八木一男福祉会

理事長：出口 康夫さん

　障がいをもった子どもたちの放課後や夏休みの居場所づくりのため
に、デイサービスやグループホームなどの活動をしています。
　発達障がいや自閉症、知的障がいなどの方は、言葉でのコミュニケー
ションができる方もおられますが、言葉が出ない方も多く、写真や絵
を使って穏やかにゆっくりコミュニケーションをするようにしていま
す。町で困っている方がおられたら、ためらうことなく声をかけるこ
とで、そこからつながりが出発します。そういう町づくりがこの手話
言語条例や障害者コミュニケーション条例が制定されたことによっ
て、進んでいったらいいなと思っています。

こんな事業を行っています！

手
話
を
覚
え
た
い

と
き
は

　
市
で
は
い
く
つ
か
の
手
話
サ
ー
ク
ル
や
講
座
が
あ

り
ま
す
。
覚
え
た
い
と
思
う
方
は
ぜ
ひ
連
絡
を
。

山
び
こ
の
会 

… 

総
合
セ
ン
タ
ー

毎
週
土
曜
日　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

ポ
ラ
リ
ス
会 

… 

総
合
セ
ン
タ
ー

金
曜
日
（
月
２
回
）　
午
前
10
時
～
正
午

か
ぎ
ろ
ひ 

… 

菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
（
現
在
：
菟
田
野
分
館
）

毎
週
水
曜
日　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

詳
し
く
は
、
問
の
専
任
手
話
通
訳
者
ま
で

問
介
護
福
祉
課
（
☎
82
・
３
６
７
５
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
７
２
３
４
）

問 介護福祉課　専任手話通訳者
　（☎ 82・3675/FAX82・7234）

問 社会福祉協議会（☎ 84・4116/IP ☎ 88・9202）

広報紙で
　手話講座

　広報うだ 8 月号から新コー

ナー「手話への扉」を掲載し

ています。毎月簡単な手話を

紹介しています。

　　手話への扉は P13 を

　　　ご覧ください。

うだチャン11
で手話のミニ講座

　うだチャン 11 で、5 分程度
の手話ミニ講座を放送予定。
テレビを見ながら手話を覚え、
　会話できるようになれば
　　いいですね。放送を
　　　　お楽しみに。

サ
ー
ク
ル

講
座公

民
館
定
期
講
座
（
手
話
教
室
）

毎
月
２
回
、
土
曜
日
の
午
前
中
に
開
催
。

問
中
央
公
民
館
（
☎
83
・
０
５
５
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
83
・
１
０
２
７
）

タブレット　　を使って
　新型コロナウイルス感染対策として、聴覚障害者の方の通院等で、タブレットと本人の　携帯電話でビデオ通話を　 使った意思疎通支援を　　　行っています。

　手話は、ろう者の言
語であるとの認識を基
礎段階としたうえで、
手話を含めた意思疎通
手段が利用しやすい
環境整備を実践するた
め、２つの条例を一体
型でなくそれぞれに定
めました。
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